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序　　文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　塩竈市は、宮城県の沿岸中央に位置し、奥州一の宮鹽竈神社の門前町であり、古代には

国府多賀城の荷揚げ港として、江戸時代には伊達家の保護を受けた港町として、近代以降

は近海・遠洋漁業の基地として栄えてきました。豊かな海を求めた人々の歴史は古く、浦

戸諸島には船入島貝塚や桂島貝塚など学術的に貴重な遺跡が分布しています。また『おく

のほそ道』の作者である松尾芭蕉も訪れた日本三景の一つ松島の玄関口でもあります。

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災は、塩竈市内にも甚大な被害をもたらしま

した。家屋の全壊および大規模半壊は約3,000棟にのぼり、そのうち約2,500棟が津波に

よる被害であり、避難者数は最大約8,700名でした。自然の防波堤となり津波から本土地

区を守った松島湾内の浦戸諸島は、桂島、野々島、寒風沢島、朴島の４つの有人島と200

余の無人島からなっています。すべての有人島で住宅や港湾施設、漁業施設、漁船、養殖

施設が壊滅的な被害を受けました。このような状況で、漁業集落防災機能強化事業など復

興に向けた事業の推進が急務となっており、これに伴う特別名勝松島の現状変更申請や埋

蔵文化財の発掘調査件数も増加しています。

　塩竈市指定文化財の寒風沢造艦の碑や十二支方角石が転倒したり、特別名勝松島に指定

されている島の一部が崩落したりするなど被害を受けました。今に残る文化財は、人々が

災害を乗り越え、歩みを続け、たくましくこの地に生き、繁栄を築き上げてきたことの証

であります。

　本書は、平成27年度に当教育委員会が実施した、復興事業関連遺跡調査成果を集成した

報告書です。収録した埋蔵文化財調査の成果は、宮城県教育委員会の協力を得て蓄積され

たものであります。

　今後とも、本市の文化財保護とその活用になお一層努力して参りたいと考えております

ので、関係各位の深いご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　最後になりますが、発掘調査にあたり、全面的なご協力をいただきました宮城県教育庁

文化財保護課をはじめ関係機関の皆さま、埋蔵文化財発掘調査にご理解をいただきました

桂島地区、寒風沢地区、朴島地区の方々に、厚く御礼を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　平成28年４月

       　　塩竈市教育委員会

教育長　髙　橋　睦　麿　



例　　　言

１．本書は、塩竈市浦戸諸島の桂島・寒風沢島・朴島における東日本大震災の復興事業に伴い、塩竈市教

育委員会が宮城県教育庁文化財保護課の協力のもとに実施した発掘調査（確認調査）報告書である。

２．発掘調査は、塩竈市教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文化財保護課の協力のもとに塩竈市教育

委員会教育部生涯学習課が担当した。平成27年度の確認調査を担当した調査員は、下記のとおりである。

　引地弘行（塩竈市教育委員会教育部生涯学習課）、田中秀幸（宮城県教育庁文化財保護課）、大本朋弥（宮

城県教育庁文化財保護課、兵庫県教育委員会派遣）、柳澤和明・千葉直樹（東北歴史博物館協力）

　なお、朴島北貝塚の平成25年度の確認調査を担当した調査員は、下記のとおりである。

　嘉見俊宏（塩竈市教育委員会教育部生涯学習課、愛知県みよし市派遣）、廣谷和也（宮城県多賀城跡調査

研究所協力）

３．発掘調査に関わる機材等は調査原因となった各事業の事業者が負担し、整理・報告書刊行に係る諸経

費は塩竈市の一般会計予算より支出した。

４．発掘調査と資料整理・報告書の作成に関しては、以下の方々と機関からご指導・ご助言を賜った（敬省略）。

　《個人》後藤勝彦、高橋守克、後藤光亀（東北大学大学院工学研究科）

　《機関》宮城県仙台塩釜港湾事務所、宮城県仙台地方振興事務所農業農村整備部、宮城県仙台土木事務所

河川部、熱海建設株式会社、宇佐美工業株式会社、東北重機工事株式会社、東洋建設株式会社、㈲志賀

石材店

５．第１・２・７・８・18図には、平成23年測量の「1/2,500仙塩都市計画図（国際航業会社調整）」の

地形図を縮小して使用した。第２・７・18図に図示した「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」

による津波浸水範囲は、平成27年塩竈市発行の『東日本大震災　復旧・復興の記録　明日へ』p.5掲載の

「市域の浸水範囲と浸水深（浦戸地区）」を用いた。また、第３・５・19図の地形図には、各復興事業の

事業者が作成した図面を用いた。

６．図版２・５・11、第18図には、国土地理院の地図・空中写真閲覧サービスよりダウンロードした航空

写真を用いた。また、図版１には塩釜市浦戸振興課、図版10の一部には熱海建設株式会社、宇佐美工業

株式会社、図版11の一部には宮城県仙台港湾事務所提供の写真を用いた。

７．本書における平面図は、平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震後の世界測地系国家座標第Ⅹ系で

作成した。図面中のＸ・Ｙ座標値の単位はｍである。

８．本書における土色の記載は、『新版標準土色帳』（小山正忠・竹原秀雄、1973、農林水産省農林水産技

術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修、日本色研事業株式会社発行）に依拠した。

９．本書刊行に係る図面・写真整理作業、図面・図版作成は、調査を担当した各調査員が行った。本書の執筆は、

調査員の協議を経て以下の分担で行い、引地弘行・柳澤和明が編集した。

　　第１章、第２章　　引地弘行

　　第３章、第４章２　引地弘行・柳澤和明 

　　第４章１、第５章　引地弘行・田中秀幸・大本朋弥・柳澤和明・千葉直樹

10．発掘調査の記録と出土遺物は、塩竈市教育委員会が保管している。
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